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3 半 柱 結 果及 賛 駿 式

甘食の結果Ti色兼の淵 化rc上る伝染過度学位串R,配合Jかt.米穀の性照に上J?J=*い

に井たることが判llJlL1<

今共成税の二三と的げルぱ攻のi3Tりである
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依って L),の廿Ja式ri D=001591･d'加
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漁色兼吐畑 rE.上る汝塊適度のg犯 に各徒の ものあ り これId蛙ノ)柑赦 a LこよりてLt.接す

ろt仕上する 焦 して目的に念 じた a を扶宝することが煉 る (】占･',b 附挫'iTL省.ヨ可)

附止 火裾Eef.L成分と.木表の牡丹 こ史て注記するを仲たい

付*7rJaは立として隆司こ兵技大出別中春姓氏のなされたるものにしてEnJ氏の戦炎井可

に基掛の丑をi&す


